
運転特性を考慮した一般道路における
ドライバの状態推定に関する研究

研究の概要と特徴

研究の内容

研究の効果並びに優位性

運転中のドライバの眠気や疲労といった異常状態をCAN情報のみを用いて推定
ドライバの運転特性を考慮した推定精度の向上

異常状態における運転特徴，ドライバ特性を考慮することにより分類精度の向上を確認
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ドライビングシミュレータ（DS）で一般道路の走行を行い，車両情報および走行中の
顔映像を取得．取得した情報から正常状態と異常状態の結果を解析し，ドライバ特徴と
ドライバ調査による運転特性からドライバ状態の分類が可能か検証．

使用指標

検証結果

ドライバ調査による運転特性

一般道路コースにてデータ
を取得
取得した車両情報から以下4
つの指標について解析，分
類に使用

・車両の縦，横の特徴量
 ステアリング分散
 車速時間微分分散
・発進，停車の特徴量
 TTC
 発進遅れ

実験協力者には2種類のの調査を
実施

社団法人人間生活工学研究セン
ターが開発
・運転スタイルチェックシト
・運転負荷感受性チェックシート
以上の２つからドライバの運転特
性を特定

右表は各評価尺度

ⅰ 運転スキルへの自信
ⅱ 運転に対する消極性
ⅲ せっかちな運転行動
ⅳ 几帳面な運転傾向
ⅴ 信号に対する事前準備的な運転
ⅵ ステイタスシンボルとしての車
ⅶ 不安定な運転傾向
ⅷ 心配的傾向

ⅰ 交通状況把握
ⅱ 道路環境把握
ⅲ 運転への集中阻害
ⅳ 身体的活動度の低下
ⅴ 運転ペース阻害
ⅵ 身体的苦痛
ⅶ 経路把握や探索
ⅷ 車内環境
ⅸ 制御操作
ⅹ 運転姿勢

・実験結果
解析した4つの分類指標でt検定を実施
各状態において有意差，有意傾向を確認

・運転特性分類とSVMによる分類結果
眠気レベルが高いほどより分類率が高く
なる傾向
ドライバ特性を考慮することによりSVM
の分類結果の向上を確認

技術応用分野・企業との連携要望

状態推定をテーマに研究している企業との連携を希望
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